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九例

1 .本調査概報は秋田

跡の調査概報である。

2. 本1'1¥え報作成には

館下遺跡，

会が主体となって国庫補助を得て

ものが相当し， 右岩司h見L 長品'Ji礼川u一11，

永i瀬4中布刺!可的f内it砕福U民i男' 補{佐左員' 耐藤さ井安正' 什州|口 都 O

梨ノ木塚遺跡、，岳山憲司，橋本高史，補佐員，栗沢光男。

宮の前遺跡，庄内昭男(県立博物館)，山田点di(調査員)。

3 0 本概報の全体編集は秋田県教育庁文化課カtあたった。

した

4. 本概報とは別に各遺跡の本報告書カt年度内に別冊で発行するので，それとあわせて

活用してほしい。



I 館下遺跡発掘調査概報



館下遺跡は，秋田県能代市久喜沢字館下に所在する。

秋田県北部の降水を集めて能代平野で日本海に注ぐ米代)11の北岸には，数段の段丘によって

構成される広大な東雲台地が広がる。館下遺跡はこの東雲台地の南縁に当 f).. 1眼下に米代)11の

河道を臨む標高28mの低位段丘上に位置し守若荷'k国，杉の苗回，雑木林として利用されてきた。

この米代)11に臨む東雲台地の南総には遺跡が多し館下遺跡の周辺にも発掘調査の行われた

「ゆずり葉遺跡J (縄文，平安)， I中台遺跡J (平安2.. I大内坂遺跡J (縄文，平安)が存在

する。

ま
も
お
お
ド

発掘調査はヲ昭和51年度から東北農政局能代開拓建設事業所によって進められてきた，

の土地改良事業に起因する緊急発掘調査である。

調査期間は，昭和53年 5 月 10 日 ~10月 1 日，調査対象地は約50 ， 000m2に及ぶ舌状に西方に伸

びる段丘上の平坦地で，中央部より西寄りに発掘区を設定し，約11，000nfを発掘調査した。

その結果，後期113石器時代のナイフ形石器，縄文時代中期の竪穴住居跡群と数多くの土器，

石器の出土を見た。

e 検出遺構 土遺物

後期間石器時代の遺物

。ナイフ影石器

ローム層上面から出土した硬質頁岩製の杉久保型ナイフ形石器である。

全長 9.4cmと 6.7cmの二点で，発掘調査による発見は，県北地方で最初のものである。

2 縄文時代の遺構と遺物

o竪穴住居跡

現在確認されているものは34棟ある。これらはA.B二グループ(集落)に分かれ，両者と

も縄文時代中期のものである。

Aグループ

段丘西端部に存在し，集落を形成しているもので，中期中葉の20棟の住居跡が発見されてい
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館下遺跡 O 遺物包含地 。
I : 50，000 禽を イモ

国1 遺跡の位置および周辺の地形図
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る。

住居跡の平面形は楕円形と隅丸方形で，情内形のものは長軸 9~ 10m ，短軸 5~6m の大型

のものと，長軸 5~ 6 1ちヲ短軸 3~4m の中型のものとに分かれる。住居跡の壁は緩やかに落

ち込むものが多く，床はしっかりしており，炉は長軸椋上に 2-3基存在する。いずれも地床

炉で，埋護のあるものもある。

にあり，

しっかりしたものである。

うて相対して 4-i由理 61田 8 し，i呆さ 1mにも及ぶ

また，炉の傍には径50cm~ 1 m ，深さ 30~50cmの摺鉢状に落ち込むピットが存在する。この

ピットの周囲には土手状に縁がまわる。

これらの住居は，長軸が南北を指すものと，南部 a北東を指すものに大別される。

BグJレーブ

と考えられる141索の住居跡群である。住居の平面形は円形もしくは

形で¥床は地山を浅く掘って作り，中央よりやや北東寄りに石囲炉が構築されている。

柱穴は壁もしくは壁の外側に並~~~.ものが多く，住居跡の壁寄りにフラスコ状のピットを有す

るものもある。

0竪穴状遺構

円形もしくは隅丸方形の径 2~3mの小型のもので，壁もしくはその外側に 4~6 本の柱穴

を有し，床の中央に焼土のあるものもある。楕円形大型の住居跡の傍に付随する。

。フラスコ状ピット

主用途が貯蔵穴と考えられ，床面に近づくにしたがい末広がりの構造をとるフラスコ状ピッ

トが15基発見されている。

Aクソレーフ1こ伴うものは段丘の西隅部に分布し，住居跡外にあって柱穴を有し，深さ 2mに

及ぶ大型のものが多い。 Bグループに伴うものは， Aグループ。に伴うものに比し小塑で，フラ

スコ状よりも袋状と称した方が適切かも知れない。検出 3例中 2例が住居跡内に存在する。

0絡し穴状遺構

Bグループの住居跡内で 1発見され，埋土から考察すると住居跡構築に先行して掘られてい

る。全長 2m90cm，I福は上部で50cm，深さ 1mある。

0人工遺物

土器

一一一 つd …一一
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図2 竪穴住居跡の分布

C式， D式(Aグループ。の住居跡区)，大木10式 (Bクソレーフ。の住居跡区)と考えら

れる土器である。

石器

石~}jt 石匙，石錐，箆状石器，磨製石斧，石錘，凹石，石冠などで，石嫉には基部にアスフ

アルトの塗布痕のあるものが多い。

土隅@土製品

土偶 3，スタンプ状土製品 1が出土している。しかし，いずれも破損品である。

o自然遺物

クルミの炭化物がフラスコ状ピットから出土している。
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本遺跡は，後期旧石器時代と縄文時代中期のもので，中期中葉の集落は段丘上の西縁寄りに，

末葉の集落は北東縁寄りに形成されていることが判明した。

また，中葉の住居跡は構円形や隅丸方形で炉は地床炉，末葉のものは円もしくは不整円形，

石西炉のように，住居跡にも が認められた。

'. 
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図版 1 

遺跡遠景
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箆版 2 

1号住墨跡
(Aデループ)

4号住居跡
(Aダループ)

5号盆層跡
(Aグループ}

• 

• 
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図版 3 

6号住居m
(Aダループ)

30号住居跡と
フラスコ状

ピット

(Aグループ)

34号住居跡と
7 予スコ状

ピット

(Aグループ)
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図版 4 

22号髭穴状
遺構
(Aグループ)

2意続造の
9号フラスコ
状ピット

(Aデループ)

13骨7ラスコ
状ピット

(Aグループ)
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図版 5 

20号住居鉱
(9グループ}

21号・23号住
居跡とフラス

コ状ピット

(9グループ)

15号住居跡
(9グループ}
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平鹿郡増田町に所在する梨ノ木塚遺跡は，昭和37年の秋田 hJC 

れた雫いわゆる周知の遺跡である。(秋田県遺跡地図に県登録番号 729番として載っている)

この遺跡、の北北西 1.5kmに，享保5年から昭和32年まで約250年間稼動していた吉野鉱山がある。

この吉野鉱山の沈殿油が過去4回にわたり決壊し水出にズリが直接流入，また数回の洪水に

より，ズリ浸透水が用水を経て水田に流入した。このため，吉野近辺の水出ー帝が鋭、毒に汚染

され，そこから取れる汚染米に対して何らかの対策を構ぜざるを得なくなった。そこで，秋田

県土壌汚染対策室が，昭和53-54年度に汚染土壌対策に関する公害防除特別土地改良事業とし

て，土壌を改良するため客土工法により工事を実施することとなった。

計画どおり工事が行われると，水田下の遺跡の一部が破壊される恐れが生じた。このため，

秋田埠土壌汚染対策室と文化課が協議して，工事着工前に発掘調査を実施し，記録保存をはか

札今後の資料とするものとした。こうして，梨ノ木塚遺跡は増田地域(吉野地区)農用地土

壌汚染対策関係遺跡(梨ノ木塚)発掘調査として， 5月8日調査に開始された。調査対象面積

は15，562m'，発掘子定面積は 6，500rげである。

2.遺跡のイ立置

梨ノ木塚遺跡は，秋田諜平鹿郡増田町吉野字梨ノ木塚21-25番地に所在する縄文時代の遺跡、

で、ある。

奥羽山脈中，秋田・宮城・岩手の三県にまたがる栗駒山(須)11岳1，628m)に源を発する成瀬

川は，数段の河岸段丘を形成しながら西流し，雄物川に注ぐ。遺跡は，この成瀬)11が山間をぬ

け県南の穀倉横手盆地に出ょうとする関口部に位置し，国鉄奥羽本線卜文字駅の南東約5.4km，

国道 342号線の南側にある。遺跡ののる段丘はこの周辺では下位から 2番目のもので，現在は

水田と一部畑地となっており，現河水面の比高は 6-10mである。土器及び石器等の遺物は，

東西400m，南北100mの広い範囲に認められ，中央部南側の畑地に特に集中する傾向にある。

また，遺跡の西方には，縄文時代晩期~弥生時代の遺物を出土する真当遺跡や，平鹿遺跡(晩

期大洞C2式)があり，当遺跡との関連が考えられる。(第 1図 図版 1) 

3.調査の方法と経過

昭和53年 5月8日，発掘器材の現地搬入，遺跡、の現況撮影を行った。向 9日，遺跡中央付近

に任意の基準杭を打ち，これを原点に任意の磁北を求め東国南北の基線を決定した。この原点

- 14 



第 1図遺跡の位置 1 梨ノ木塚遺跡

2 真当遺跡 3 平鹿遺跡

4 森遺跡 5 清水遺跡
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をMA50とし，これから 4mごとに東西はアルファベ、ソト 2文字の組み合わせ，南北は 2桁の

数の組み合わせ (00~99)を用い，東西は 4グリッド32mでアルファベット 2文字の先の方を

変えた。(東にMA，MB.一...MG，MH， N A写 NB......NH，OA......)各グリッドの名

称は南東隅の交点の文字と数字を用いることにした。

10日から発掘作業を開始したが‘遺跡の範囲があまりにも広いため，任意のグリッドを

の間隔で掘り，遺構・遺物の集中した地点を広げることを最初め方針とした。また。

合上中央部より東側を早く調査終了して欲しいという要望があったため，西方部分は最後にし

東側から急ぐことにした。 5月15日，遺跡東端部RC59から 2個の埋設土器が直立して発見さ

れた。 2個とも無文の霊登形土器で，一方は鉢形土器が倒立しでかぶせられていた。 6月 1B， 

P C62で31閣の埋設土器が検出された。いずれも晩期深鉢形土器で度立しておりヲこの付近に

墓域の存在することが考えられた。

6月5日から遺跡中央部を I区，東側をIl区今西側をIII区とする区域設定を行いヲ NC53， 

P C62周辺の拡張を行っていった。 6月30日までに事 P C62周辺からは計30基の埋設土器を検

出し，さらに不明瞭ながら土墳もその毘辺に存在することを知った。

7月3日ラ土地改良事務所側から、調査対象外になっていた遺跡中央部分に道路を取りつけ

るため早急にこの部分を調査して欲しい旨連絡があり，同 4日よりこの部分の調査に入いった。

(このため， 1区を二つに分けNC53周辺を I-A区，この部分を I-B区とした。)伺20日ま

でに， I-B区の調査を終えたが，同区からはII!Rでみられたような埋護13基，土壇基20基を

検出した。

7月21日から I-A区， II区を平行して調査したが，遺跡部東端からは縄文時代中期の住居

跡や晩期の土壊などが多数検出された。そこで，立区も西側をII-A区，東側をII-B区とし

た。 II-A 区で，埋護が水田耕作土下すぐ (15~20cm)の黒褐色土中に口縁部を現した。これ

を実測，写真撮影し取り上げ，さらにその下の寅澄色地山土上面まで掘り下げると，土墳のプ

ランが認識された。士墳は小判形のプランが多く，中に配石したものやヲ埋土中に河原石を直

立させたものがあり，土壌墓と判断きれた。この間，あまりの猛暑のため地山に亀裂が入いり

散水しながら調査するという毎日であったが， 8月27日までに 1-A， II-A， II B区の全

ての調査を終え亨 III区に移動した。

8月29日から遺跡西端部のIII区の調査に入いったが，任意にグリッドを調査した際，遺構・

遺物の存在がきわめて薄かったのと，範囲が広いため，パックホーンを入れて表土を機械によ

って剥いだ。調査の結果，段丘縁辺部に遺構・遺物がやや集中し，中央に行くほど少なくなる

ことがわかった。 9月20日までに，前期の土墳，中期の竪穴住蔚跡，埋護などを実測，写真撮

影した。(第 2図)

9月21，22日， III匿の補足調査，器材ーの搬出をし，全ての発掘作業を終了した。この間， 8 
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月19日には一般町民を対象に現地説明会を行いラ;埋蔵文化財保護の意識の普及に努めた。

I-A 

1 A区としたのはMEラインと ocラインに閉まれた地区である。この中で遺物.J章構の

集中したのは NA ライン以東である。地層は第 1 層黒褐色上部耕作土(1o~15cm)，第 2層向下

部耕作土(5 ~ 15cm)ー第 3 層暗褐色土(10~ 15cm)，第 4 層黒褐色土(10~15cm)，第 5層明褐色

j斬移層があり季第 3，4， 5 J高から遺物が出土した。 NAラインから西側では現況でも約 0.5

mほどの落差がありヲ水出耕作土下はすぐ-に大きな河原石を含む段丘球層があり，特に遺物
の

集中もなかった。

(1) 発見遺構 (第 3図)

1 A区では， 43グリッド 172討を調査しラ竪穴状遺構1，土墳 2を発見した。発見した遺

構はいずれも調査区中央南部に集中しており，この地域よりも南側の畑地にこれらに連続す
る

遺構の存在が強い。

また，最終的に遺構としたものは 3であるが， s XOOの北西側と南西側に一般に風倒木痕と

言われている土まんじゅっ的な地出土の高まりがあったが，特に人為的な遺構としては取り
上

口

口
日

日 ll 己

口口 。N 

55 

第3盟 I-A~発見遺構
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げなかった。しかしヲ S >< 000)上層に広がっていた河原石群中から出土した土器片と SXOOj埋

から出土した土器片で接合するものがあり， illJ原七¥群は人為的なものと忠われる。

sx関竪穴状遺構 (第4図図版 3) 
i宣構;のおおよそのプランを

らは縄文時代晩期の遺物の集中

中カ{!見られた。

ランはおおよそ南北 6.5mX 

壁以外は明確ではない。

したのは地山

られ(悶版 2)， 

かるA 干

らは20cmX 20cm ~ 30cm X 40cm前後

3.9m，深さ O.2mの不整楕円形であるが，西~

ラ O.5mX O.6m， 0.8111 X 1.0mの焼けた跡が2か所

ある。床面は凹凸が激しし柱穴は検出できなかった。

(第 5 • 6図図版4 0 6) 

N 

2m 

大部分は埋土中からのものであるが

らも

らの土

出土した土器と

るものもある。第 5図 lは，

縁部と胴部にある深鉢形土

器で口径17.5cmo 頭部から体部には押

圧したような縄文が不定方向に施され

器

ている。内外面とも煤状炭化物が付着

しており ，i本部は火熱のため器面がも

ろくあれている。 2は床面直上から押

しつぶされた形で出土した朝顔花型の

深鉢形土器である。口径23cmヲ底径9.5

cm守需品目.5cmo 1本部には粗大な縄文

鎮4箇 sxoo 竪穴状遺構 が砲されるが不鮮明である。 [!i縁部内

部を組lい粘土紐貼付による小波状文が宅途中に渦巻文を加えながら一周する c 内外i員jの割れ呂

などに粘土紐巻き上げ形成痕が見え，粘土紐の幅は 1.5-3 cm前後である。全体に赤褐色を呈

し，目白土・焼成ともふつつ。底部を除く内ITii全体じ外出の土器割れ目には保状炭化物が付着

している。 3は頭部がややくぴれ口縁部で強く外反する深鉢形土器で、ある。頭部に 2条の粘土

紐貼付小波状文が上の条の谷と下の条の山とが接するょっに;横位に一周する。口容部にも，内

面に向かい 4つの山， 3つの谷を形づくる粘土紐貼付小波状文がそれぞれ独立して 4か所に付

される。口縁部から頚部小波状文にかけては無文，その下に二つ折りにされた斜縄文が施され

る。 4-1， 2， 3は頭部がややくびれる深鉢形土器の破片であるが接合しない。全面黒~暗

20 -



を呈し，胎ニ仁にはほとんど、砂粒を含まず，気孔:)犬の細上孔があり，非常にi怪い。不整撚糸

をおおう。 5は不謹撚糸文を砲したあと，口縁部下に♂段の撚糸庄痕を付したものU

6は無文深鉢形土器の口端に亥iJ目を

第 6図 1，は石匙。 1は先端を欠き，

oïîへの剥は全く行われていな ~'o 4 

第5図 s xoo出土遺物

2はごく小型で赤色n 3はスクレイパー，主要剥離

は15.5cmo 5， 6は偏平楕円形の河原石の長辺の

4 3 
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両端を両面から打ち欠いたもの。

5 Ku3 土壌 (第 7図図版3) 

地山面まで下げてもはっきりしなかった不正楕円形の士壊で，長軸 2.4m ，深さ O.l~ 0.2 

i- 11 

〈ここご二三
くご〉

ζ 二〉
第6図 s XOO出土遺物

第7図 S K03， S K04 土塘

2 

くコ

- 22-
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mである。底面は平らかではなし

西側部分から前期jのj菜鉢形土器が

11[，lil出ごlてした。

出土遺物

9図 l~3，

(第 8図 1，第

図nli5， 6) 

~t~ 8区11f土、l勺立し ~TO:らかな Li 示会

を呈し，損部がわずかにすはまる

前期jの深鉢形土佐であるつ主i，~:Is と
ζ三ア

は -3段の校給文;哩 第8図 SK03，SK04ヲ出土遺物

は組討iによる縄文が地されている。 内面には日投条痕丈と忍われる擦肢が横{立に施さH，

{本部 Fニ!とになるはどうすくなる。色調はよ褐色であるが， f本音I~ι1 1 半以下は火熱のため亦変しも

ろくなっているハ之は口持部に刻目付粘土手丑貼付サ さlLている。

5 K04 袋状土議 (第 7図 図版 4) 

地山士の 1--の黒色土卜iliIでおおよそのプランを確認できた平田円形の袋状土壊である。:l)ftlU

l.2m，横底部でl.4111を計 f)，中央部で、わずかに膨む。深さは図示で、きたのは 0.7

111であるが，実際には 0.9111前後を有していたものであろう。 埋土は図のようにゆるい山状に

なっており，その中心部に偏平な河原石，体部下半を欠く晩期の深鉢式土器があった。

出土遺物 (第 8図3，第9図4-7 図版 5， 6) 

第8図4は平行する沈線と磨消縄文を持つ後期!の土器。 5は晩期]の粗製深鉢形土器で，外面

には煤状炭化物が付着工しているの体部の斜行する帯縄文は，原体を二つ折りにして横位に回転

したもので，上端にその連続する痕跡が見える。

(2) 出土遺物

イ.土器

I~A 区における出土土器は縄文前期および晩期のものがほとんどを占める。特に N C， N 

Dの54付.i5:に集中 (80%) して出土したが， N Aライン以問， OAライン以東では土器はほと

んど出土しなかった。 造物が出土するのは，主に耕作二上下の第III層暗褐色土から第IV層黒褐色

土に至るこの 2J最中からであるが，前期と晩期jがほとんどレベルを変えずに出土している。こ

のため層位的に分けるのは困難であるが，不明維ながらIJ免期の土器は第III層，前期の土器は第

中に包含される傾向にあった。

ノ木塚遺跡出土の土器は第20類まで分けることができるが， 1 ~A区からは第 4 -7， 16 

-19Jmの計8

第44;1'[土器

出土している。 以下それらについて述べる。

(第10図 1-8， 18-19，第17図200 図版 7，14) 
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器形は口縁が直トもしくは外反する深鉢形土器である。太い糾行縄文が地文として施されて

いる。竹管円文(円形竹管文)をほぼ縦位に配したもの(1~'2)，半載竹菅による爪形文を横

位に配したもの(3 )，刻目を持つ粘土紐貼付文を持ちそれが口縁部を一周するもの(5事 6， 

200)などがある。亥IJ目を持つ粘土紐貼付文を持ちさらに刺突文(4 )や竹管円文(6 )を伴

なうものもある。また縄文は施されておらず，仁H';安部に竹管押引にようて施文するもの(18，

19 )があり，刻日を持つ粘土;同日占付文を直角に交差して伴なうものもある。

第5類土器 (第10図 9~15，第 17図201 図版 7，14) 

器形はj菜鉢形でやや口頭部がくびれ桐部上半に最大設を持つ。 9守10は口唇部内側に小波:伐

の細い粘土初:貼付文が施される。複合口縁を持ち，腕部に二条の小波状の細し、粘土紐貼付文を

施しヲその下部に円の下半部や変形8字形などの幾何学的文様を地す。 201は!こi唇部に一

小波状の制Hしミ粘土紐貼付文を施L，上の条の谷と fの条の山の部分間土を互いに接するように

配し守数{国の dgJ巻;[犬突起がつく。また，腕部に四条のノト波状の~自しミ粘土紐貼付文を Utl し宅地文

として撚糸回転丈を施す深鉢形土器で、ある。

第6類土器 (第10図16， 17，第11図20~~23，第17図202 図版 7，8， 14) 

直線的に粘土紐を交差させて文様を形成するのがこの類の特徴である。

16， 17は器形が深鉢形で，口頭部がくびれ胴部上半に最大径を持つ。口頭部に細い車線状の

四条の平行粘土紐貼付文，さらにその上に向様の太さの粘土紐貼付文を直角に交差させて格子

状文様を形成している。 202は器形がやや内反する深鉢形土器で直径32cm，推定高約40cmであ

る。口唇部に小波状の細い二条と太い一条の粘土紐貼付文を，前者の割合が大きいながらも，

配し和11い二条の粘土紐貼付文は上の条の谷と Fの条の山の部分で接するように地され

ている。さらにそれらの粘土紐貼付文がなくなる数か所で山形に口縁部を形成する υ Hfrr]部はヲ

太い粘土紐貼付文が方形，または円形に外わくを形成し，その内部に制11し】粘土紐貼付文を格子

状に砲す O 外わくが方形のみか方形プラス円形でー単位をなし，その各単位間には太い粘土紐

を×宇状に交差させて施文する。lJIiiJl~半部内側に炭化物の付着が見られた。

第 7知一土器 (第11凶24 [zl版 8)

断片一片のみのため器形は i明瞭でないが，三五部に締まりがありHfiîJ音[~が幾分ふくらむ 1~~~W~}f;土

器と思われる。二条の平行沈綿でX宇状に施文きれヲ下半部には亥IJElもつけられていた。

第16Jm土器 (第11図25，26 凶版8) 

器形は口縁部が直上するか，口頭部で一旦〈びれ胸部上半に最大径を持つ深鉢形土器である。

口縁部に S字状沈綜丈を配した磨消縄文カt施される。体部に単長!i'iの斜縄文 (LR) を横{立に回

転施丈したものである。

第17Jm土器 (第11図27-41，43~47，第 12図48~53， 63， 72，第13国84，86， 107，第14

図135-137，第16図176，177， 179， 180180， 196~199，第 18図203-207 ， 210 
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.::__ 214) 

器形は /J、波 :j犬口縁で内反するか口頭部にくび'iLのある深鉢Jf~ ~I:器である c 一部注口一1- 器(41ヲ

43， 135~ 137η176宅 177，179180)もある。いわゆる羊歯:伏文を 11=1心に 11紋部に展開されるが，

のしかたで左傾の末端のかみあうものとかみあわないもの，右f~nの末端のかみあう

ものとかみあわないものの 4極犯に分けることができる。立回、からは右傾の末端のかみあわ

ないものと左f~J'îの末端のかみあうものの 2 前期がほとんどで今その数はほぼj [lJ じである í本音j)

は単白i'iの斜行縄文を横位に回転地文したもので，ほとんどLRであるが，少し RLのもの (37，

86)もある c 薄千で焼成も良行である c

196~199は小波状の仁1 ~~~ 

回転施丈する行

日 iちはじがくびれる深鉢形土器で今単節の~~q縄文 (LR) を

11 ~15ヲ 2051土台イ寸土器の台育じであるがヲ特に縄文は施されていない。 205iますかしがはい

ってお h 平行沈結文によって区制された文様骨子に連続玄rJEl文をi犯しておりラ二条施丈されて

いる。

(第 12図56~58， 61， 64~71 ， 74， 81，第13図84，88， 92~96 ， 100， 102~ 

104， 110， 113~ 115， 118，第14図131，133， 134， 139，第15図143-'-7，2第16

図173~195，第18図208，209) 

139以前は口縁部がノト波状または 2'1j占l単位の突起をもち，内反する小形の深鉢JIラ土器である。

ーないし四条め平行沈線によって医画された口縁部文様帯に連続亥!J日文が地文される。

焼成は良女子である。単前jの斜縄文を体部に横位に回転施文しており，ほとんどLRであるが，

少し R1のもの(もある。

173~195 ， 208は器形は浅鉢形土器である。口紘部は単に平紋のものと突起を配するもの

(44， 149， 154， 158， 162， 163， 170)がある。いずれも，日縁部のーないし三条の平行沈娘

によって口縁部文様帯が形成され，連続刻白文を施されたものが多い。体部は磨消縄文によっ

て雲形文や x宇:j}(:文が施される。薄手で焼成は良好。口唇部内側にも連続刻目丈を施すものが

ある。

209は台付土器で腕上部には x字状丈が，下部には単i:iI'Iの斜縄文 (LR)が回転施丈されてい

る。それらの問は二条の平行沈線lこようてi玄切られている。 174も台付土器であるが守台の付

け根付近までx宇状丈が施されている。

第 19~m土器 (第11図42，第12図54，55， 59， 60， 62， 69， 73， 75~ 80， 82，第13図83，85 

87， 89~91 ， 97~99 ， 101， 105， 106， 108， 109， 111， 112， 116， 117， 119， 

第 14図 120~130， 132， 138， 140~ 142) 

器形は小波状口紘または平総を持つ内反するが，やや口頚部がくびれる深鉢形土器である。

この知の特徴は口縁部文様J告がニないし五条の平行沈紘文によって区画されていることである。
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第17図 I-AIR出土土器(8)
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第18図 I-A区出土土器(9)
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一部に厚手の粗製土器(125，128)もあるが，大部分は半粗製(文様を入れている点で精製では

あるが今一般の用途としては粗製土器同様に扱われたと考えられる。 煮炊きの痕が見られる。)

の土器である。 中前jの針縄文を体部に横位に凶転地文しており，ほとんどLRであるが‘少々

Rlのもの (90，91， 121) もある。ー)il-だけであるが羽状縄文を砲したもの(120) もある。

以上弔梨ノ 1 A区H¥土の土器について述べたがー出4~ 7 h[は組主持íj共Jj，第16~

19類はlJ免却!のものである。出土数はfI免却jのものが70%をr1jめる。

晩期の土器は NC54， N D54に集1=1~1 して出 ~Lするが守前期!のもので号第 5 9立(土器は N853， 

N C53，第6類土器はND55と少々ずれて集rlJして出土する。

民話器

1 A区で遺構外から IL¥土した石器はお払35，モIJH:6 ， 
Fヲ

/ラ

打製石斧 9，}蛮製石斧4，山正12， {:i剣 1，その他10の総計 189点である。

石銑 (第19図1~20 図版16)

した石鍛は基部の形状により①直線に近いもの(1 ~ 4 )，②中央がわずかにくは、むもの

( 5 ~17)，③凸出しているもの(18~20) に分けられ②が圧倒的に多い。これらの石鍬には主

要剥離面をわずかに残すものもあるが，ほとんどは両面からのていねいな押臣剥離によってき

れいに仕上げられている。最大のものは 5，16で 5.5cmを計り， 18の基部にはアスフアルトが

付着している。

石錐 (第 19図21~23 図版16)

23は頭部と錐部とが明瞭に区別できるが， 21， 22は境がはっきりしない。断面は菱形か三角

形に近い。

石匙 (第 19図26~35 図版16)

つまみの位置によって横型 (26~ と縦主'l (29~35) に分けられるが後者が多い。縦型の

ものはやや繋った剥片ないしはゆるく「く」の字形にIUlった剥片を利用したものが多く，つま

みの箇所以外は主要剥離面をそのまま残すものが多い。 26は赤色で，これで完形である。

石箆 (第20図36~41 図版16)

い石刃 :Ij~の剥g を利用したものが多く，ほとんどが主要剥離面を残し，約半分ほどはこ

れに剥離を加えないもので，これらはエンドスクレーパー的な要素を持つものと思われる。

掻器 (第20図42，43， 45， 46， 64 図版16，17) 

掻器として機能する部位の形状が弧を描くものと (42，43， 63)，直線的なもの (45，46) と

がある。

石拾 (第21 図49~53 図版17)

- 36 



幅広で大型，木~定形のものが多していね"ミな作りである。 53はやや離れた地点からの出土

であるが接合した。長さ 17.5CI11，最大'IJ面6.6cl11を計る。

(第21同54~58‘ 60 図版17)

斧 (54~56) は刃部が欠損している。打製石斧 (57~60) では刃部の欠損は見られず

57， 60は自然E討を

石刻，石山

60は全長24cIll

62 L三1J:1il7)

石剣は別々に出土したが接合したο
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宮の前遺跡は，雄勝郡稲川町八前字宮の前に所在する。皆瀬川中流域の東1~U には比較的なだ

らかな段丘面が発達しておりヲ水田として利用されている。本遺跡は，その水田地帯の中で南

北に細長い微高地上に立地している。 )11の東岸ーより 1.0km離れ，県道に沿って八面部落が形成

され，遺跡はさらに東に 0.51叩ほど入る。現況は水田の中に一段高く東西に長く畑地として残

っていた所である。

2Q 観

本遺跡の調査li，稲)11地域の県営箇場整備事-業のため，遺跡の所在する畑地を剖平し，水田

化する計画が立てられてお i)，記録保存を目的として行われた。 昭和51年には第 l次調査とし

て遺跡の範囲確認識査が行われた。

今回の調査では，調査区南側は第 1次調査に準じてグリッドを設定し，平面的にJ広げて行き

北側はブルドーザーにより表土を除去し，上面を精査する方法で調査を進めた。グリッドを設

定した地区を I地区，それより北を II地区として区分した。調査面積は， 1地区が約 1，400m2 

II地区が約 1，600ぼであった。調査期間は 6月5日-6月28日である。

検出された遺構は， 1地区では，掘り込みの深さが5-20cmで皿状を呈するく竪穴遺構〉が

4基， (第 l次調奈で検出した小竪穴:1犬遺構を土壌，溝状竪穴遺構を竪穴遺構として含めた。)。

く掘立柱建物跡〉がl棟である。 II区では，円形あるいは不定形を呈するく土壌〉が28基，幅

20-30cm，深さ約10-20cm程のく溝状遺構〉が東西方向に走るもの 3本，南北方向に走るもの

2本を検出し，最も長いもので21mを測る。土境および、溝状遺構の周辺には小ピットが比較的

規則的な配列で 150個程見つかっている。なおし II区の間に台地を二分するI幅 2.5m，長さ

50mのく大溝〉が検出され，弧状を呈している。

出土遺物は土師器杯形土器(ロク口調整による回転糸切り痕のあるもの)，護形土器，小型の

護形土器，須恵器大喪，砥石，輔の羽口，刀子などがある。

3.ま と め

大講を含め，検出した遺構は土墳，竪穴遺構，掘立柱建物跡などである。これらの遺構は出

土遺物から見て同時期のものであり，その時代は平安時代後半を中心とした時期が考えられる。

皆瀬川の中・上流域には古代の遺跡の発見例は少なししたがってこの時代の様子は不明な点

が多い。そのような地域にあって本遺跡の占める歴史的な意義は高いものと考えられる。
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